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１．DNA/カーボンナノチューブ複合体の合成と STM/STS による評価 
標記の課題について、前年度の成果をうけて、本年度はまず STM 像のより詳細な解析（section- 
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液を強制濾過して、チューブに DNA を内包させる方法を導入した。20～200nm の細孔をもつア
ルミニュウム陽極酸化膜の細孔に、アルコール CCVD 法により CNT を成長させ、それをフィル
ターとして DNA 分散液を注射器中で押し出して注入させるものである（図６：イメージ、図７：
途中経過の SEM 像）。最後にチューブの上下の開口端を金を蒸着して塞ぎ、弗酸でアルミナを溶













































































































T e m p e r a t u r e  ( K )











 チタン（Ti）ターゲット上（直径 50mm）にSiO2(二酸化シリコン 10-15mm角３枚)を載せ、ス
パッタすることににより作製した膜のフォトルミネッセンスの測定を行なった。  電力



















































外径 3ｍｍＸ内径 2ｍｍのテフロン製の中空膜を挿入したものである。この中空膜は 1μｍの孔のあ
る多孔質の材料で、この膜の毛管作用により還流液の目詰まりをなくすことが出来る。 
 実験は、ヘキサンーシクロヘキサン系で、大気圧、全還流で行なった。そして蒸気流束ＧＭ＝5～
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